
712
8

平成26 年6月末日現在

（住民基本台帳登録者数）

☎

●町制施行６０周年記念特集………………………２
●「薬師の郷」新規分譲開始します…………………３
●町税などのお支払いは便利な口座振替で………４
●農業委員紹介………………………………………５
●特集どうする人口減少・少子化対策……………８
○タウンリポート…………………………………10
○健康福祉掲示板…………………………………18
○インフォメーション……………………………19

主な内容

あの時・この時
～芳賀町初の町民プール（左上、嶺

れいなん

南プール、昭和４７年）と完成当時の町Ｂ＆Ｇ海洋センター（右上、平成１０年）、同センター水泳大会（中央、今年７月）～
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　祖母井南部土地区画整理事業地内にある住宅地「薬師の郷」

では、区画割りと価格を見直して、新規分譲地を販売します。

　「薬師の郷」から始まる緑豊かなゆとりの生活、あなたも始め

ませんか。詳細はお問い合わせください。　

新規分譲申込受付

受付期間／８月１１日（月）～２２日（金）
８：３０～１７：１５
（土曜日・日曜日は９：００～１７：００）

申込方法／都市計画課にある宅地分譲申

込書に必要事項を記入し、都市計画課に

提出

＜申込資格＞

●町内に居住する意思があり、自らまた

は家族が独立し、居住する住宅を建築

予定の人

●町内に事業所や工場があり、従業員の

居住のための住宅などを建築予定の事

業者

●所有権移転の日から５年以内に建築が

予定されていること

●店舗、事業所などの用地を希望する人

備考／申し込み多数の場合は、抽選にな

ります。買い受け希望者がいない

場合は、８月２５日（月）以降に、希

望者に随時販売します。

【抽選会】

日時／８月２３日（土）１０：００～

場所／芳賀町役場内

◆ 随時販売地 ４区画

◆ 区画割り・価格見直しに伴う新規公売分譲地 ２区画

都市計画課市街地整備係【☎ 028(677)6020】

祖母井南部土地区画整理事業

やくしのさと
新規分譲開始します新規分譲開始します

番号 面積（㎡）坪数 (参考) 分譲価格（円） 用途地域 備　考

４２ ３１０.４４ ９４ １０，７１０，０００ 第二種住居地域 保留地

８２ ３２９.２０ ９９ １１，０００，０００ 第二種住居地域
保留地
電柱有

８６ ３２９.２０ ９９ １１，３６０，０００ 第二種住居地域 保留地

８７ ２４９.５０ ７５ ７，３８０，０００ 第一種住居地域 保留地

番号 面積（㎡）坪数 (参考) 分譲価格（円） 用途地域 備　考

１ １８２４.２０ ５５２ ６６，２２０，０００ 第二種住居地域 分譲地

６７ ４４３．０８ １３４ １４，８００，０００ 第一種住居地域
分譲地
電柱有

※先着順に販売します。
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夏
は
冷
た
い
プ
ー
ル
で
泳
ぐ
人
も
多
い
こ
と
で

し
ょ
う
。
町
は
、
町
民
の
健
康
増
進
・
体
力
向
上
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
目
的
に
水
泳
を
普
及
さ
せ
る
た

め
、
プ
ー
ル
整
備
に
取
り
組
み
（
写
真
①
）、
昭
和

47
年
に
現
在
の
嶺
南
運
動
場
内
に
、
初
の
町
民
プ
ー

ル
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
（
表
紙
写
真
左
上
）。
そ
の

ほ
か
２
カ
所
に
設
け
、
毎
年
夏
に
は
た
く
さ
ん
の
子

ど
も
た
ち
な
ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
（
写
真
②
・
③
）。

　

現
在
で
は
、
温
水
プ
ー
ル
を
備
え
た
芳
賀
町
Ｂ
＆

Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
表
紙
写
真
右
上
、
写
真
④
）
で

一
年
中
泳
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
同
セ
ン
タ
ー
の
昨

年
度
の
入
場
者
数
は
11
万
人
以
上
を
記
録
し
、
全
国

の
海
洋
セ
ン
タ
ー
温
水
プ
ー
ル
部
門
で
３
位
を
誇
り

ま
す
。
毎
年
開
か
れ
る
水
泳
大
会
で
は
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
（
表
紙
写
真
中
央
）。

　

泳
ぐ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
水
の
中
で
歩
い
た
り
運

動
し
た
り
す
る
こ
と
も
健
康
に
よ
い
と
い
わ
れ
ま

す
。
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

幅
広
い
年
代
を
対
象
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
室
を
開
い

て
い
ま
す
。
暑
い
日
の
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
に
、
皆
さ
ん

も
プ
ー
ル
で
過
ご
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▲

第
三
ミ
ド
リ
保
育
園

▲

み
ず
は
し
保
育
園

▲

祖
母
井
保
育
園

▲

南
高
根
沢
ひ
ば
り
保
育
園

　
屋
外
の
ま
ぶ
し
い
太
陽
の
下
、
子
ど
も
た
ち

は
に
ぎ
や
か
な
歓
声
を
上
げ
て
、
元
気
い
っ
ぱ

い
に
遊
び
ま
す
。

楽
し
い
ね
！
町
内
保
育
園
の
プ
ー
ル
遊
び

１

２

３

４

１プール整備事業を知らせる「広報はが」の記事

   （昭和４７年７月号）

２祖母井プール（昭和４８年）

３水橋プール（平成３年）

４芳賀町Ｂ＆Ｇ海洋センター完成式（平成１０年）
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板橋　信行 西 水 沼 選 挙

水沼　一廣 東 高 橋 選 挙

小林　敬一 東 高 橋 選 挙

山城　哲郎 西 高 橋 選 挙

荒井　隆夫 東 高 橋 農 協

阿久津英之 西 水 沼 農業共済組合

赤羽　直高 下高根沢 土 地 改 良 区

荒井　君江 稲 毛 田 町 議 会

渡部　洋子 下高根沢 町 議 会

大野谷　幸 東 高 橋 町 議 会

第
22
期
町
農
業
委
員
紹
介
農
業
委
員
会
【
☎
０
２
８(

677)

６
０
４
７
】

　

第
22
期
町
農
業
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
26
年
７
月
20

日
か
ら
平
成
29
年
７
月
19
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

　

農
業
委
員
は
、
①
農
地
の
売
買
や
貸
借
・
転
用
な
ど
の
許
可
申
請
の

審
議
・
決
定
②
農
業
・

農
業
者
に
つ
い
て
の
建

議
・
要
望
③
農
業
の
担

い
手
の
確
保
・
育
成
な

ど
、
農
政
の
仕
事
を
中

心
に
農
業
・
農
業
者
の

公
的
代
表
と
し
て
活
動

し
ま
す
。

　

農
業
・
農
地
・
農
業

者
の
こ
と
は
、
農
業
委

員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

５
月
23
日
（
金
）
に
、
女
性
会
議
の
メ
ン

バ
ー
が
町
長
室
を
訪
れ
、
女
性
が
農
業
で
活

躍
で
き
る
よ
う
農
業
委
員
へ
の
女
性
登
用
を

求
め
る
要
望
書
を
、
町
長
、
町
議
会
議
長
、

町
農
業
委
員
会
長
あ
て
提
出
し
ま
し
た
。

　

農
業
は
、女
性
な
ら
で
は
の
力
を
生
か
し
、

男
女
が
協
力
す
る
こ
と
で
、
よ
り
一
層
発
展

で
き
る
大
き
な
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

第
22
期
町

農
業
委
員

は
、
３
人
の

女
性
が
町
議

会
推
薦
を
受

け
て
、
任
命

さ
れ
ま
し
た
。

　谷島　　巖 祖 母 井 選 挙

◎田口　敏郎 稲 毛 田 選 挙

　小林　一郎 上 延 生 選 挙

　水沼　明栄 下 延 生 選 挙

　大根田　弘 与 能 選 挙

　黒﨑　敬治 下高根沢 選 挙

　増渕　文明 下高根沢 選 挙

　関口　章夫 芳 志 戸 選 挙

　森島　隆雄 八 ツ 木 選 挙

　鈴木　誠一 上稲毛田 選 挙

○小林　正志 東 水 沼 選 挙

第２２期　芳賀町農業委員 ◎会長　○職務代理者

農
業
を
も
っ
と
女
性
が

　
活
躍
で
き
る
場
に
！

▲第２２期町農業委員の皆さん

▲女性会議メンバーが町長・町議会議長・
町農業委員会長へ要望書を提出

▲田口敏郎会長▲小林正志職務
代理者
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税務課納税係【☎ 028(677)6035】

　現在、町民の皆さんの口座振替利用率は、町県民税４９．５パーセント、軽自動車税４８．６パーセントと、低い

状態です。町では、町税などの納付には安心で確実な口座振替をお願いしています。

　口座振替なら納め忘れがなくなり、金融機関などに出向く手間も省けて大変便利です。また、納付書が不要

なので紙資源の削減につながり、環境に優しい納付方法です。

　口座振替加入促進キャンペーンでは、対象者にプレゼントがあります。この機会にぜひ口座振替をご利用ください。

　もえるごみ収集袋（容量４５リットル・１０枚）

　税務課窓口
　※金融機関窓口での申し込みはキャンペーン対象外です。

町県民税（事業所を除く）、
固定資産税、軽自動車税、
国民健康保険税、
介護保険料、後期高齢者医療保険料

通帳、通帳の届出印

足利銀行、栃木銀行、真岡信用組合、
はが野農業協同組合、ゆうちょ銀行

　　の対象税目の中で、１つ以上新規または追加申し
込みのある人
　※既に口座振替を利用している人が、口座振替を
いったん解約し、再度申し込みされた場合はキャ
ンペーン対象外です。

　８月１日（金）～９月３０日（火）

町税などのお支払いは便利な口座振替で！町税などのお支払いは便利な口座振替で！
加入促進キャンペーンを実施します

１

４

５

６

７

２

３

プレゼント品

口座振替加入受付場所

対象税目

手続きに必要なもの

振替できる金融機関

プレゼント対象者（先着１００人）

期間

口座振替加入促進キャンペーン

都市計画課下水道係【☎ 028(677)6021】

今年度の
主な下水道工事のご案内
　今年度の主な下水道工事は次の場所です。工事期間中はご不便をお掛けしますが、ご協力をお

願いします。

祖母井中央通り

・場所／祖母井代町・内町地区

・延長／３００ｍ

・工事内容／下水道管埋設　　　　　　　　

・工事期間／８月～１２月

下高根沢下原新町 

・場所／下高根沢下原新町地内　

・延長／８００ｍ

・工事内容／下水道管埋設

・工事期間／７月～平成２７年３月

５
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芳賀中学校「立志の船」事業報告
こども育成課学校教育係　【☎ 028(677)6098】

　芳賀中学校では、２年生１５６人を対象に、５月２８日から３０日まで、「立志の船」事業を実施

しました。町は参加生徒一人につき１２，０００円の補助金を交付しています。

①将来の希望や目標に向かって前向きに取り組もうとする気持ちを持たせる

②家族や友人など周囲の人への感謝の気持ちを高める

③節度ある生活態度を身につける

　北海道に向かうフェリー内では合唱したり、家族あての手紙を書い

たりしました。また、仙台では津波で被災した小学校を見学するなど、

貴重な体験をしました。

５月２８日（水）

　芳賀町発（バス乗車）→新潟港発（フェリー乗船、船中にて立志式、

　記念合唱、手紙の学習、宿泊）→

５月２９日（木）

　→小樽港着・発（バス乗車）→北海道内見学（学級別）

　→苫小牧港発（フェリー乗船、宿泊）→

５月３０日（金）

　→仙台港着・発（バス乗車）→松島海岸班別学習→荒浜小学校跡見学

　→芳賀町着

スローガン （作：４組 石川　雄大さん）

事業の目的

日   程

　荒浜小学校を見学し、震災の
悲惨さを深く感じました。何度も
練習した全員での「明日という日
が」の合唱では、震災で亡くなっ
た人に歌を届ける気持ちで歌い、

素晴らしいハーモニーを生み出せました。歌詞に「自
分を信じて」とあるように、自分の可能性を信じて
精一杯生きていきたいです。

　船内では、全員が未来への志
を海に誓いました。手紙の学習
の時間では、家族の気持ちを受
け止め自分の気持ちを伝えること
ができました。この立志の船で自

分を見つめ直すことができ、船内生活や班別行動
を通して絆を深めることもできました。素晴らしい
経験をさせていただき感謝しています。

　慣れない船内
での生活は大
変でしたが、友
達と同じ部屋で
過ごし、お互い

の長所や短所を認め合ってより友
情が深まったと思います。ロープ
ワーク体験や操舵室見学など貴
重な体験ができました。この立志
の船で学んだことをこれからの生
活に生かしたいです。

　北海道に来て
まず思ったこと
は、涼しくて過
ごしやすいとい
うことです。芳

賀町は自然豊かで農業が盛んです
が、北海道は漁業も中心産業で、
海がある北海道だけの良さがある
と感じました。今回の体験を生か
して、今後の生活を頑張っていき
たいと思います。

　松島での班別
学習では、時間
を守ることや、
仲間と互いにゆ
ずりあって協力

すること、歴史の深さなど、たく
さんのことを学びました。一番重
要なのはこれらを今後の生活や学
校行事などに生かすことです。立
志の船に参加してよかったと言え
るようになりたいと思います。

参加した生徒の声

「突き進め 希望の海へ ～心に誓う 未来への志～」

鈴木航さん（１組）

藤口竣さん（４組） 岡田夢摘さん（５組）

稲川聡美さん（２組） 豊田皓人さん（３組）
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　町では、今月から町内２カ所で紙類・缶・ペットボトルの資源物回収を始めますので、ご利用ください。

■回収場所（専用の物置を設置しました）　

　生涯学習センター　☎ 028(677)0306

　生涯学習センター水橋分館　☎ 028(678)0004

■回収日・時間　

　毎週火・木・土曜日　８：３０～１６：００

■回収品目・出し方

今月から資源物回収事業を開始します

回　収　品　名 出　　　し　　　方

紙 類
新聞紙
雑誌
ダンボール

新聞紙、雑誌、ダンボールごとに分けて、それぞれひもで十字に縛って出
してください。

缶 類
アルミ缶
スチール缶

中を洗い、つぶさずに、アルミ缶とスチール缶別々に、備え付けの
収集袋に入れてください。
※缶類を入れてきたビニール袋などは、お持ち帰りください。

ペットボトル
ラベルを取って中を洗い、ボトルはつぶしてもつぶさなくてもどち
らでも可です。備え付けの収集袋に入れてください。
※ペットボトルを入れてきたビニール袋などは、お持ち帰りください。

循環型社会「環の町芳賀」
ごみを資源化しましょう
循環型社会「環の町芳賀」
ごみを資源化しましょう

リデュース
Reduce
ごみを減らそう

リユース
Reuse

くり返し使おう

リサイクル

リデュース

リユース

リサイクル
Recycle
資源として
再利用しよう

3R

環境対策課環境対策係【☎ 028(677)6041】

　家庭から出る紙類や缶の回収は無料で行われていますが、町はその量に応じて負担金を支払っ

ています。そのまま捨てれば町税からの負担になりますが、資源物として回収すれば地域の財源

として活用できます。皆さんで協力して、活動を始めてみませんか。

◆資源物回収奨励金

　町では資源の有効活用と地域活性化のため、登録団体に対して補助を行います。

　補助金額…資源物回収実績に対して、１０円／ｋｇ（事業用は５円／ｋｇ）　

◆エコステーション整備費補助金　

　資源物回収団体がエコステーションを設置する際に補助金を交付します。

　補助金額…事業費の１／２以内（上限２０万円）

※詳しくは、環境対策課にお問い合わせください。

資源物回収団体補助事業を始めましょう

～祖母井市街地、稲毛田緑町、下高根沢下原新町行政区、ハツ木の丘、
　東水沼和泉ニュータウンにお住まいの皆さんへ～

［生ごみ回収］お盆休みのお知らせ
8月15日（金）は、生ごみ回収は休業となりますので、ご了承ください。
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　結婚・出産・子育てしやすい環境づくり、

第２子や第３子以上の出産・子育てがしや

すい環境づくりに取り組みます。

　少子化対策は迅速な総合的取り組みが

必要です。町長を本部長に少子化対策検

討委員会を組織し

て、具体的な対策

について検討を進

めています。

　町として可能かつ最大限の取り組みを展

開していきます。各大字や行政区などでも、

地域の実情を踏まえた多様な取り組みが

大切です。皆さんのご協力をお願いします。

人口減少の共通認識

若者が結婚し、
子どもを産み育てられる対策

迅速な有効策

地域の多様な取り組み

人口減少の対策

年
齢
階
層
に
お
い
て
未
婚
率
が
毎
年
増
加
し
て
い
ま
す
。
特
に

女
性
35
歳
か
ら
39
歳
の
階
層
の
未
婚
率
は
、
１
９
８
５
年
に
３
．４

パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
も
の
が
、
２
０
１
０
年
に
は
１
９
．２

パ
ー
セ
ン
ト
と
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。﹇
グ
ラ
フ
４
﹈

　

こ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、未
婚
率
の
上
昇
や
晩
婚
化
に
よ
り
、

今
後
少
子
化
が
ま
す
ま
す
進
行
し
て
し
ま
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
「
活
力
あ
る
発
展
が
続
く
ま
ち
」
を
目
指
し
た
少
子
化
対
策

の
取
組
み
を
行
う
と
い
う
基
本
方
針
を
定
め
、
検
討
を
開
始
し

ま
し
た
。

　

少
子
化
対
策
は
、
人
口
が
増
加
し
住
み
よ
い
ま
ち
を
作
る
こ

と
が
理
想
で
す
。
町
と
し
て
人
口
を
増
や
す
方
法
と
し
て
、
新

た
な
市
街
地
拡
大
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
都
市
計
画
区
域
に

お
け
る
土
地
利
用
の
制
約
や
全
国
的
な
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人

口
減
少
傾
向
の
中
で
、
国
の
認
可
を
得
る
こ
と
は
難
し
い
状
況

で
す
。
そ
こ
で
、
町
は
上
記
の
よ
う
な
対
策
を
具
体
的
に
し
な

が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

芳
賀
町
の
少
子
化
対
策

　

芳
賀
町
振
興
計
画
の
第
５
次
計
画
が
来
年
度
で
終
了
す

る
た
め
、
次
期
の
長
期
振
興
計
画
策
定
を
始
め
ま
し
た
。

少
子
化
対
策
を
重
要
課
題
と
し
て
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ

ん
に
住
み
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
「
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
念
頭
に
、
計
画
を
策
定
し
て
い

き
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　将来の深刻さを町民の皆さ

んにも把握していただき、行政

だけでなく全国民・全町民の

課題でもあるという認識と対

策の必要性を理解して

いただくよう努めます。
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６
０
１
２
】

　

今
年
、
芳
賀
町
は
町
制
施
行
60
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
昭
和
25
年
国
勢
調
査
の

結
果
で
は
２
０
，
６
７
７
人
も
の
人
口
で
し
た
が
、
平
成
22
年
の
同
調
査
で
は
１
６
，

０
３
０
人
で
、
60
年
間
で
４
，
０
０
０
人
以
上
も
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
厳
し
い
将
来
予
測
が
発
表
さ
れ
、
今
後
の
町
の
行
く
末
を
真
剣
に
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
状
と
、
町
の
取
り
組
み
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

新
聞
や
テ
レ
ビ
報
道
で
話
題
に
な
っ
た
「
日
本
創
成
会
議
」

が
発
表
し
た
「
人
口
再
生
生
産
力
に
着
目
し
た
市
町
村
別
将

来
推
計
人
口
」
で
は
、
人
口
移
動
が
収
束
し
な
い
推
計
で
、

２
０
４
０
年
に
20
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
若
年
女
性
人
口
が
５

割
以
下
に
減
少
す
る
自
治
体
「
消
滅
可
能
性
都
市
」
は
、
全

国
自
治
体
の
約
半
数
に
の
ぼ
る
と
い
う
結
果
が
出
ま
し
た
。

﹇
グ
ラ
フ
１
﹈

　

同
会
議
が
推
計
し
た
２
０
４
０
年
の
芳
賀
町
の
人
口
は
、

２
０
１
０
年
の
１
６
，０
３
０
人
に
対
し
て
、
実
に
４
，１
０
１

人
減
の
１
１
，９
２
９
人
と
な
り
、
今
か
ら
26
年
後
に
は
４
，

０
０
０
人
以
上
も
人
口
が
減
っ
て
し
ま
う
見
込
み
で
す
。
特
に

20
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
若
年
女
性
人
口
は
、
41
パ
ー
セ
ン
ト
減

少
し
977
人
し
か
い
な
く
な
る
と
い
う
大
変
衝
撃
的
な
数
値
予
想

が
示
さ
れ
ま
し
た
。﹇
グ
ラ
フ
２
﹈

　

こ
の
推
計
を
基
に
、
２
０
４
０
年
に
芳
賀
町
の
出
生
数
が
ど

う
な
る
か
予
想
し
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、
現
在
の
合
計
特
殊

出
生
率
１
．
４
５
人
の
ま
ま
推
移
し
、
か
つ
現
在
の
年
間
出
生

数
が
110
人
と
す
る
と
、
２
０
４
０
年
で
は
約
65
人
と
大
幅
に
減

少
し
て
い
ま
す
。
学
校
を
例
に
と
る
と
、
１
ク
ラ
ス
35
人
で
計

算
す
る
と
町
全
体
で
２
ク
ラ
ス
に
し
か
な
り
ま
せ
ん
。﹇
グ
ラ
フ
３
﹈

　

ま
た
、
現
在
の
少
子
化
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
若
年
男
女

の
未
婚
率
の
上
昇
が
あ
り
ま
す
。
特
に
昭
和
60
年
以
降
は
、
各

現
状
と
将
来
予
測

20歳から39歳の女性人口が
減少する全国の自治体数

5割以上減少
896

3割以上
5割未満減少
619

3割未満減少
269

維持または増加 15

芳賀町の人口（日本創成会議推計）

0
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16,030

2010 年 2040 年

11,929

9771,657

10000
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20000

総人口 20～39歳女性
（人）

芳賀町の出生数＆
婚姻件数の推移
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芳賀町の未婚率の推移（％）
男性25～29

男性30～34

男性35～39

女性30～34

女性35～39

女性25～29

昭和60　         平成2　　　  　　7　  　　　 　12  　　　　　　17　　  　　　22

54.0

65.6 65.6
71.6 72.6 73.9

57.754.554.5

41.1

36.4

43.4
47.9

50.7
35.3

25.4

29.0
32.2

13.9

4.7
6.6

10.2 18.6

27.2
27.9

19.210.5
7

3.32.5
3.4

20.1

21.4
24.6

30.5
35.3

［グラフ1］

［グラフ3］
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［グラフ4］

4，000人減

65人
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い
き
い
き
健
康
に
介
護
予
防
講
座

み
ん
な
で
新
緑
を
満
喫

西
水
沼
自
治
会
ハ
イ
キ
ン
グ

　

６
月
20
日
（
金
）
武
道
館
で
、
今
年
度
２
回
目
の
介
護
予

防
講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

46
人
が
参
加
し
、
町
と

支
援
協
定
を
締
結
し
て
い
る

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
栃
木

Ｓ
Ｃ
か
ら
派
遣
さ
れ
た
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
体
操
指
導

を
受
け
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

転
倒
防
止
や
腰
痛
予
防
な
ど

健
康
生
活
に
役
立
つ
運
動
メ

ニ
ュ
ー
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

６
月
22
日
（
日
）
西
水
沼
自
治
会
の
ハ
イ
キ
ン
グ
が
行
わ
れ
、

41
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

健
康
増
進
と
地
域
の
ふ
れ

あ
い
を
目
的
と
し
た
毎
年
恒

例
の
行
事
で
、
今
年
は
矢
板

市
に
あ
る
八
方
ヶ
原
高
原
へ

行
き
ま
し
た
。

　

山
の
駅
た
か
は
ら
を
ス

タ
ー
ト
し
、
八
方
牧
場
周
辺

の
コ
ー
ス
を
回
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
新
緑
の
中
の
散
策

を
楽
し
み
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が

交
通
安
全
教
育
で
表
彰

　

６
月
19
日
（
木
）
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
、
真
岡

市
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン
静
風
で
行
わ
れ
た
真
岡
地
区
交
通
安
全
協

会
通
常
総
会
で
、
交
通
功
労
賞
の
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
発

足
し
た
平
成
２
年
か

ら
警
察
を
招
き
、
高

齢
者
の
交
通
安
全
教

室
を
開
催
す
る
な
ど

し
、
こ
の
度
、
長
年

の
交
通
事
故
防
止
の

取
り
組
み
が
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

結
婚
を
願
う
独
身
男
女
を
支
援
す
る
県
の
団
体
「
と
ち
ぎ
未

来
ク
ラ
ブ
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
地
域
結
婚
サ
ポ
ー
タ
ー
」
に
、

次
の
４
人
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
結
婚
の
相
談
や
助
言
、
同
ク

ラ
ブ
が
行
う
事
業
の
情
報
提
供
な
ど
、
地
域
に
お
け
る
結
婚
の

推
進
活
動
を
し
ま
す
。

　

任
期:

平
成
26
年
６
月
17
日
〜
平
成
29
年
３
月
31
日

楽
し
く
運
動
し
て
い
ま
す

東
高
橋
自
治
会
女
性
部
体
操
教
室

幸
せ
を
祈
っ
て

天
満
宮
茅
の
輪
く
ぐ
り

　

東
高
橋
自
治
会
女
性
部
で
は
、
昨
年
か
ら
月
１
回
か
ら
２
回
、

東
高
橋
公
民
館
で
講
師
を
招
い
て
体
操
教
室
を
行
っ
て
い
ま

す
。
６
月
20
日
（
金
）
は
20
人

ほ
ど
が
約
１
時
間
ス
ト
レ
ッ
チ

や
音
楽
に
合
わ
せ
て
身
体
を
動

か
し
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま

し
た
。
こ
の
教
室
は
地
域
の
人

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

に
も
な
っ
て
い
る
そ
う
で
、
随

時
参
加
者
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

　

６
月
30
日
（
月
）
学
問
の
神
様
天
満
宮
で
、
恒
例
の
茅
の

輪
く
ぐ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

今
年
は
、
地
元
の
お
は
や
し

会
が
軽
快
な
お
囃
子
を
奏
で
て
、

訪
れ
る
人
を
迎
え
ま
し
た
。

　

人
々
は
、
半
年
間
の
汚
れ
を

払
い
、
無
病
息
災
な
ど
を
祈
り

な
が
ら
、
地
域
の
人
が
作
っ
た

直
径
２
．
５
メ
ー
ト
ル
の
大
き

な
茅
の
輪
を
く
ぐ
っ
て
い
ま
し

た
。

▲水沼将亘さん
（下高根沢）

▲黒崎昌一さん
（下高根沢）

▲大林節子さん
（八ツ木）

▲関年子さん
（下高根沢）

地
域
結
婚
サ
ポ
ー
タ
ー
委
嘱
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６
月
15
日
（
日
）
県
民
の
日
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
、

町
議
会
議
員
の
見
目
匡
さ
ん
が
福
田
知
事
か
ら
地
方
自
治
功
労

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
町
議

会
議
員
と
し
て
連
続
６
期
20

年
８
カ
月
に
わ
た
っ
て
活
動

し
た
結
果
が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。

　

見
目
さ
ん
は
議
員
活
動
の

ほ
か
、
土
地
改
良
事
業
に
も

多
大
な
功
績
を
残
さ
れ
て
い

ま
す
。

絵
本
大
好
き
！
絵
本
講
座

　

６
月
28
日
（
土
）
総
合
情
報
館
で
、
講
師
に
絵
本
作
家
２

人
を
迎
え
絵
本
講
座
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
の
高
橋
秀
雄
先
生

が
、
実
際
に
絵
本
を
見
せ

な
が
ら
、
絵
本
の
楽
し
み

方
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
は
や
み
ず
陽
子
先

生
が
絵
本
を
読
み
聞
か
せ
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

祖
母
井
保
育
園

ふ
る
さ
と
給
食
の
日

　

６
月
13
日
（
金
）
祖
母
井
保
育
園
で
、
町
内
の
野
菜
を
使
っ

た
給
食
を
生
産
者
と
一
緒
に
食
べ
る
「
ふ
る
さ
と
給
食
の
日
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

メ
ニ
ュ
ー
に
は
地
元
野
菜

が
た
っ
ぷ
り
使
わ
れ
、
園
児

た
ち
は
、
キ
ュ
ウ
リ
・
タ
マ

ネ
ギ
を
生
産
し
た
梅
沢
ノ
ブ

子
さ
ん
（
東
高
橋
）
と
一
緒

に
、
お
い
し
い
給
食
を
残
さ

ず
全
部
食
べ
て
い
ま
し
た
。

犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
社
会
づ
く
り
を

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
街
頭
運
動

　

７
月
５
日
（
土
）「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
強
化
月
間
」

の
一
環
と
し
て
、
道
の
駅
は
が
、
ロ
マ
ン
の
湯
や
モ
テ
ナ
ス
芳

賀
で
、
街
頭
運
動
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

町
保
護
司
会
や
青
少
年

健
全
育
成
推
進
協
議
会
委

員
、
民
生
児
童
委
員
、
更
生

保
護
女
性
会
員
、
芳
賀
中
学

生
、
真
岡
警
察
署
員
が
参
加

し
、
啓
発
の
チ
ラ
シ
な
ど
を

配
布
し
ま
し
た
。

人
権
の
花
贈
呈
式

　

６
月
10
日
（
火
）
芳
賀
東
小
学
校
で
、３
年
生
を
対
象
に
「
人

権
の
花
」
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
法
務
局

真
岡
支
局
長
や
人
権
擁
護

委
員
の
講
話
を
聞
い
た
あ

と
、
校
庭
の
プ
ラ
ン
タ
ー

に
、
贈
ら
れ
た
サ
ル
ビ
ア

と
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
を
丁

寧
に
植
え
ま
し
た
。

　

思
い
や
り
の
心
を
持
っ

て
み
ん
な
で
協
力
し
て
、

き
れ
い
に
咲
く
よ
う
大
切

に
育
て
る
そ
う
で
す
。

見
目
匡
町
議
会
議
員
が

地
方
自
治
功
労
賞
受
賞
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﹇
敬
称
略
﹈

◆
芳
賀
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

第
６９
回
大
会

期
日
／
７
月
１
日（
火
）〜
９
日（
水
）

場
所
／
水
橋
運
動
場

結
果
／
優
　
勝
　
全
芳
志
戸

　
　
　
準
優
勝
　
レ
ッ
ド
ス
ロ
ー
プ

◆
第
２４
回
全
日
本
少
年
フ
ッ
ト
サ
ル

芳
賀
地
区
大
会

期
日
／
６
月
２８
日
（
土
）・
２９
日
（
日
）

場
所
／
町
体
育
館
ほ
か

結
果
／
優
勝
　
祖
母
井
ク
ラ
ブ

※
祖
母
井
ク
ラ
ブ
は
１１
月
の
県
大
会

に
出
場
し
ま
す
。

◆
県
小
学
生
陸
上
競
技
大
会

期
日
／
６
月
１５
日
（
日
）

会
場
／
栃
木
市
営
陸
上
競
技
場

結
果
／
男
子
１
０
０
０
ｍ

　
第
２
位
　
福
田
拳
龍

　
　
　
　
　
　
　
　（
芳
賀
北
６
年
）

◆
第
４
回
芳
賀
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
水
泳
大
会

期
日
／
７
月
６
日
（
日
）

会
場
／
海
洋
セ
ン
タ
ー

結
果
／
優
勝

１
・
２
年
女
子
　
２５
ｍ
ビ
ー
ト
板
バ
タ
足

　
柳
瀬
藍
野
（
芳
賀
北
）

１
・
２
年
男
子
　
２５
ｍ
ビ
ー
ト
板
バ
タ
足

　
小
池
航
平
（
芳
賀
南
）

３
・
４
年
男
子
　
２５
ｍ
ビ
ー
ト
板
バ
タ
足

　
小
筆
璃
里
叶
（
芳
賀
北
）

１
・
２
年
女
子
　
２５
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

　
湯
澤
埜
々
美
（
芳
賀
北
）

１
・
２
年
女
子
　
２５
ｍ
背
泳
ぎ

　
水
沼
希
歩
（
芳
賀
東
）

３
・
４
年
女
子
　
２５
ｍ
平
泳
ぎ

　
手
塚
千
裕
（
芳
賀
東
）

１
・
２
年
女
子
　
２５
ｍ
自
由
形
　
　

　
柳
瀬
藍
野
（
芳
賀
北
）

５
・
６
年
男
子
　
１００
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

　
荒
井
創
汰
（
芳
賀
北
）

３
・
４
年
女
子
　
５０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

　
湯
澤
胡
桃
（
芳
賀
北
）

５
・
６
年
女
子
　
５０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

　
坂
　
美
紀
（
芳
賀
東
）

３
・
４
年
女
子
　
５０
ｍ
背
泳
ぎ
　
　

　
坂
　
奈
々
子
（
芳
賀
東
）

５
・
６
年
女
子
　
５０
ｍ
背
泳
ぎ
　
　

　
湯
澤
菜
摘
（
芳
賀
北
）

３
・
４
年
男
子
　
５０
ｍ
背
泳
ぎ
　
　

　
川
﨑
琉
貴
（
芳
賀
東
）

５
・
６
年
男
子
　
５０
ｍ
背
泳
ぎ
　
　

　
和
田
昴
大
（
芳
賀
南
）

３
・
４
年
女
子
　
５０
ｍ
平
泳
ぎ
　
　

　
坂
奈
々
子
（
芳
賀
東
）

５
・
６
年
女
子
　
５０
ｍ
平
泳
ぎ
　
　

　
坂
　
美
紀
（
芳
賀
東
）

５
・
６
年
男
子
　
５０
ｍ
平
泳
ぎ
　
　

　
荒
井
創
汰
（
芳
賀
北
）

３
・
４
年
女
子
　
５０
ｍ
自
由
形
　
　

　
湯
澤
胡
桃
（
芳
賀
北
）

５
・
６
年
女
子
　
５０
ｍ
自
由
形
　
　

　
坂
　
美
紀
（
芳
賀
東
）

◆
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
大
会

第
６２
回
大
会

【
女
子
リ
ー
グ
】

期
日
／
６
月
２０
日
〜
２７
日
の
水
・
金

曜
日

場
所
／
第
２
体
育
館

結
果
／

　
優
　
勝
　
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

　
準
優
勝
　
ト
マ
ト
フ
レ
ン
ズ

　
優
秀
選
手
賞
　
人
見
　
紀
子

　
敢
闘
賞
　
　
　
阿
久
津
　
朱
美

【
混
合
リ
ー
グ
】

期
日
／
７
月
２
日
〜
１６
日
の
水
・
金
曜
日

場
所
／
第
２
体
育
館

結
果
／

　
優
　
勝
　
三
十
路
ボ
ン
バ
イ
エ
２

　
準
優
勝
　
ブ
ロ
ッ
娘
リ
ー
。

　
優
秀
選
手
賞
　
伊
豆
井
　
亨

　
敢
闘
賞
　
　
　
管
又
　
修

奨
学
金
寄
付

株
式
会
社
関
東
金
属
工
業
所
　
様

５
０
０
，
０
０
０
円

ふ
る
さ
と
芳
賀
応
援
寄
付
金

匿
名
希
望
　
様

１
０
，
０
０
０
円

匿
名
希
望
　
様

１
０
０
，
０
０
０
円

匿
名
希
望
　
様

１
０
，
０
０
０
円

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲ソフトボール協会大会優勝（全芳志戸）

▲祖母井クラブ

▲女子リーグ優勝（アスパラガス）▲混合リーグ優勝（三十路ボンバイエ２）

▲福田拳龍さん
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３
ー
２
惜
し
く
も
３
位
入
賞

消
防
芳
賀
支
部
操
法
大
会

　

７
月
６
日
（
日
）
真
岡
市
八
条
の
公
設
市
場
で
、
消
防
芳
賀

支
部
操
法
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
の
町
代
表
は
第
３
分

団
第
２
部
で
、
３
月
末
か
ら

こ
の
大
会
の
た
め
に
練
習
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。
本
番
で

は
こ
れ
ま
で
の
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
全
力
を
尽
く
し
、

結
果
は
、
惜
し
く
も
わ
ず
か

１
点
差
で
第
３
位
と
な
り
ま

し
た
。

エ
コ
で
新
鮮
な
野
菜
を
ど
う
ぞ

野
菜
マ
ル
シ
ェ

七
夕
祭
り

町
内
各
地
で
夏
祭
り

　
　

６
月
22
日
（
日
）
保
育
園
や
学
校
の
給
食
用
の
野
菜
や

お
米
を
販
売
し
て
い
る
循
環
シ
ス
テ
ム
研
究
会
が
、
祖
母
井

の
事
務
所
前
で
「
野
菜
マ
ル

シ
ェ
」
を
開
き
ま
し
た
。

　

「
マ
ル
シ
ェ
」
と
は
、
フ

ラ
ン
ス
語
で
「
市
場
」
と
い

う
意
味
で
す
。
研
究
会
の
メ

ン
バ
ー
が
朝
採
り
し
た
新
鮮

な
野
菜
が
並
べ
ら
れ
、
学
校

関
係
者
や
近
所
の
人
が
買
い

求
め
て
い
ま
し
た
。

【
７
月
６
日
（
日
）
道
の
駅
は
が
】

　

物
産
館
前
に
、
願
い
事

が
書
か
れ
た
た
く
さ
ん

の
短
冊
が
付
い
た
笹
が

飾
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

金
魚
す
く
い
、
ス
ー
パ
ー

ボ
ー
ル
、
ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り

が
並
び
、
子
ど
も
た
ち
が

楽
し
そ
う
に
遊
ん
で
い

ま
し
た
。
バ
ル
ー
ン
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
、
子
ど

も
た
ち
は
喜
ん
で
い
ま

し
た
。

【
７
月
７
日
（
月
）
祖
母
井
保
育
園
】　

園
児
た
ち
は
、
園
長
先

生
か
ら
七
夕
の
お
話
を

真
剣
に
聞
き
、
紙
芝
居
に

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
七
夕
の
歌
を
み
ん

な
で
元
気
に
歌
い
、
さ
く

ら
組
の
園
児
が
一
人
ず

つ
願
い
事
を
発
表
し
た

あ
と
、
願
い
事
を
書
い
た

短
冊
を
笹
に
飾
り
ま
し

た
。

【
７
月
５
日
（
土
）
加
波
山
神
社
（
上
延
生
）】

　

焼
き
そ
ば
や
焼
き
鳥
が
販
売
さ

れ
た
ほ
か
、
大
正
琴
が
演
奏
さ
れ
、

祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ハ
イ
キ
ン
グ
の
写
真
や

切
り
絵
な
ど
、
地
域
の
人
々
の
趣

味
の
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
み
こ
し
も
登
場
し
、
に
ぎ

や
か
で
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

【
７
月
12
日
（
土
）
琴
平
神
社
（
上
稲
毛
田
）】

　

上
稲
毛
田
公
民
館
に
は
御
仮
屋

が
作
ら
れ
、
地
域
の
人
々
が
、
き
れ

い
に
飾
ら
れ
た
山
車
を
引
き
ま
し
た
。

山
車
に
は
、
西
町
上
横
町
お
は
や

し
会
の
メ
ン
バ
ー
が
乗
っ
て
軽
快

な
リ
ズ
ム
を
刻
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
西
水
沼
の
子
ど
も
お
は

や
し
が
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
、
夜

に
は
花
火
が
上
が
り
ま
し
た
。

【
７
月
12
日
（
土
）
八
坂
神
社
（
八
ツ
木
）】

　

お
そ
ろ
い
の
法
被
を
着
て
か
き

氷
を
食
べ
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
、

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

神
事
が
行
わ
れ
た
後
、
午
後
７

時
に
お
み
こ
し
や
お
は
や
し
の
ト

ラ
ッ
ク
の
列
が
神
社
を
出
発
し
て
、

暗
く
な
る
ま
で
地
域
を
練
り
歩
き

ま
し
た
。
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　体力テストの結果、小中学生の運動時間
が短いことがわかったため、始業前・昼休
み・放課後などを使って体を動かす時間を
設けるようにしました。
　そのほか、大学教授の講演やプロサッ
カークラブ栃木ＳＣとの体験交流、縄跳び
のプロを招いてのデモンストレーションな
どを通じ、運動の楽しさを知ることや体を
動かす生活習慣の形成を目指します。

　退職した教職員の方にマスターズ・ボランティアとして登録し
ていただき、教育委員会や学校からの要望を受け授業補助や
体験学習の支援、昼休みや登下校の見守りなど、それぞれの
得意分野で教育活動の支援を行っていただく県の制度です。
　町では独自に支援を拡充し、ボランティアのバックアップ
をしており、現在３校で５名のボランティアに活動いただいてい
ます。
　各学校からマスターズ・ボランティアの協力の要望が多く
ありますが、登録者がまだまだ不足している状況です。退職
された教職員の皆さんのご登録をお待ちしています。

　英語教育を小学１年生から授業に取り入れ、英語指導
講師と外国人のＡＬＴ（外国語指導助手）が全小学校を
巡回し指導にあたっています。
　委員会では、小学校英語活動プランの作成や授業研究
会を通じ、指導内容の向上、小中学校の英語教育のなめ
らかな接続のために連携を図っています。
　英語に慣れ親しんでもらうために芳賀チャンネルで
放送している英会話講座「Fun Fun English」では、町
の児童生徒が撮影に参加して一緒に番組作りをしていま
す。今年度は小学生が興味を持っている、中学校の部活
について英語で紹介していきます。

　教育委員会では、町が振興計画に掲げる学校教育の充実の実現のために、学校の先生はもとより、

地域の力などを活用して教育全般に関する各種取り組みを行っています。

　町民会館は平成４年度の開館以来、保守点検を行いながら管理・運営に

努めてまいりましたが、経年劣化、交換部品の製造終了や不具合などが生

じているため、昨年度に舞台照明の調光操作卓改修工事を行い、今年度は

舞台照明の調光盤改修工事を実施します。ホールは９月２６日（金）まで使用

できません。

　なお、今後は照明・音響の改修工事を予定しています。皆さんのご理解・

ご協力をお願いします。

教育委員会からこんにちは

安心・安全で快適に利用していただくために

町民会館の照明改修工事を実施しています

学校教育に関する取り組みの紹介

教育委員会事務局こども育成課
　　　　　　　　　【☎ 028(677)6024】

生涯学習課生涯学習係【☎ 028(677)0009】

生涯学習課から

▲芳賀チャンネルの英会話講座番組収録の様子

▲町民会館の調光盤

子どもの体力向上推進委員会

マスターズ・ボランティア・プロジェクト

小学校英語活動研究委員会
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◆活動内容　高齢者向けお弁当配達

◆活 動  日　毎週月・水曜日

◆活動時間　１０：３０～１２：００

◆ボランティア登録人数　３７人

　配達先は７０～９０件、４班に分かれて、１人あたり約１０個のお弁当を配ります。

◆そ の 他　配達先の高齢者の安否確認も行っています。

食事配達サービスの歩み
平成４年６月　　
　「男の料理教室」に社会福祉協議会が参加し、
調理実習で作ったものを地域へ「おすそ分け」
したことが始まり。

平成５年４月　　
　調理と配達のボランティアを募り、共同で始め
る。配達回数は月２回になり、配達地域も町
内全域に。

平成１２年４月　
　配達回数が週１回になる。これに伴い、１食あ
たり１００円を徴収する。

平成１４年１０月 
　配達回数が週２回になる。
平成１８年１１月
　全国社会福祉協議会長表彰を受ける。

▲利用者の藤沢さん

　今回は第２分団を紹介します。

私たち芳賀町消防団です
総務課地域安全対策係　【☎028(677)6029】

▲

第
２
分
団
第
１
部

　（
下
高
根
沢
南
・
芳
賀
台
）

　
黒
崎
英
昭
部
長
（
団
員
18
人
）

▲

第
２
分
団
第
２
部

　（
下
高
根
沢
北
・
芳
賀
台
）

　
髙
塩
敏
希
部
長
（
団
員
18
人
）

▲

第
２
分
団
第
３
部

　（
芳
志
戸
）

　
見
目
英
胤
部
長
（
団
員
15
人
）

▲

第
２
分
団
第
４
部

　（
八
ツ
木
・
上
稲
毛
田
・
給
部
）

　
小
林
祐
司
部
長
（
団
員
20
人
）

ボランティア２４時　
配達ボランティア

お弁当を配達しても
らえて助かります。
配達者の山本さんと
会うのも楽しみです。

▲配達の様子
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新着図書
一般書

　その他多数入荷していますので、ぜひご利
用ください。

８月の休館日
４・１１・１８・２５日

◎やや暴力的に 石原　慎太郎
◎モノクローム 乾　ルカ
◎トワイライト・シャッフル

乙川　優三郎
◎芥川症 久坂部　羊
◎胡蝶殺し 近藤　史恵

◎うみの１００かいだてのいえ 
いわい　としお

◎おっとあぶないかわのなか 
きむら　ゆういち

◎うそ 中川　ひろたか
◎ちっちゃなトラックレッドくんとピンクちゃん 

みやにし　たつや
◎職員室の日曜日 村上　しいこ
ＴＲＣ週刊全点案内より転載

児童書

あ
な
た
も
眠
れ
な
い

図
書
室
の
ふ
し
ぎ
な
出
会
い

著
：
山
口　

恵
以
子　

（
文
藝
春
秋
）

著
： 

小
原　

麻
由
美　

絵
：
こ
ぐ
れ　

け
ん
じ
ろ
う

航
空
機
事
故
で
家
族
を
失
っ
た
七

原
慧
子
は
、
他
人
を
脅
迫
し
、
不

安
に
陥
れ
、
眠
り
を
奪
わ
な
い
と

眠
れ
な
い
。
獲
物
を
求
め
銀
座
の

高
級
ク
ラ
ブ
に
会
計
と
し
て
潜
り

込
ん
だ
慧
子
だ
っ
た
が
、
慧
子
の

部
屋
で
ク
ラ
ブ
の
ホ
ス
テ
ス
の
死

体
が
発
見
さ
れ
…
。

夏
休
み
、
け
が
で
サ
ッ
カ
ー
の
練

習
が
で
き
ず
、
図
書
室
で
本
の
整

理
を
し
て
い
た
６
年
生
の
勝
は
、

図
書
室
の
地
下
倉
庫
で
５
年
生
の

真
由
子
と
出
会
う
。
真
由
子
が
探

し
て
い
た
本
を
貸
し
出
そ
う
と
す

る
が
、
な
ぜ
か
貸
出
カ
ー
ド
が
見

当
た
ら
な
く
て
…
。

※
Ｔ
Ｒ
Ｃ
週
刊
全
点
案
内
よ
り
転
載

　

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ

ス
と
は
、
仕
事
や
研
究
、

日
常
生
活
の
う
え
で
何
か

調
べ
も
の
を
す
る
と
き
に
、

必
要
な
資
料
や
情
報
を
入

手
す
る
お
手
伝
い
を
す
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。
調
査
相

談
と
も
い
い
ま
す
。

　

図
書
館
の
利
用
の
し
か

た
の
ほ
か
、
図
書
館
の
資

料
の
探
し
方
や
置
い
て
あ

る
場
所
を
知
り
た
い
な
ど
、

図
書
館
や
資
料
の
こ
と
で

お
困
り
の
と
き
に
は
、
ぜ

ひ
窓
口
ま
で
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
「
芳
賀
温
泉
ロ
マ
ン
の
湯
」
や
「
ロ
マ
ン

吊
り
橋
」
の
「
ロ
マ
ン
」
は
、
明
治
の
天
才

洋
画
家
青
木
繁
と
芳
賀
町
生
ま
れ
の
福
田
た

ね
と
の
ロ
マ
ン
ス
か
ら
付
け
ら
れ
た
も
の
で

す
。
東
高
橋
に
流
れ
る
五
行
川
の
ほ
と
り
に

は
、
１
９
７
６
年
（
昭
和
51
年
）
に
町
教
育

委
員
会
に
よ
っ
て
２
人
の
出
会
い
を
称
え
た

「
ロ
マ
ン
の
碑
」
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

青
木
繁
は
、
国
指
定
重
要
文
化
財
で
あ
る

「
海
の
幸
」「
わ
だ
つ
み
の
い
ろ
こ
の
宮
」
な

ど
の
作
品
を
生
み
だ
し
、
28
歳
の
若
さ
で
こ

の
世
を
去
っ
た
天
才
洋
画
家
で
す
。
福
田
た

ね
は
、
１
８
８
５
年
（
明
治
18
年
）
に
現
在

の
東
高
橋
に
生
ま
れ
た
女
流
画
家
で
す
。
こ

の
二
人
の
恋
愛
は
１
９
０
３
年（
明
治
36
年
）

か
ら
１
９
０
７
年
（
明
治
40
年
）
ま
で
の
４

年
弱
と
い
う
短
い
期
間
で
し
た
が
、
そ
の
間

に
青
木
繁
は
、「
海
の
幸
」「
わ
だ
つ
み
の
い

ろ
こ
の
宮
」
な
ど
明
治
期
を
代
表
す
る
傑
作

を
生
み
出
し
、
そ
の
作
品
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
人
物
は
福
田
た
ね
で
す
。
婚
姻
関
係

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
絵
画
制
作
の
理

想
に
向
か
っ
て
お
互
い
強
い
絆
で
結
ば
れ
、

影
響
し
合
い
ま
し
た
。
二
人
の
間
に
は
「
幸

彦
」
と
い
う
子
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
幸
彦
は

後
の
作
曲
家
・
尺
八
奏
者
で
あ
る
福
田
蘭
童

（
昭
和
51
年
没
）
で
す
。

　

青
木
繁
の
人
生
は
短
く
も
波
乱
万
丈
の
生

涯
で
し
た
が
、
福
田
た
ね
は
青
木
繁
と
別
れ

た
後
、
結
婚
し
３
男
４
女
の
よ
い
母
親
と
し

て
、
そ
し
て
画
家
と
し
て
生
き
、
１
９
６
８

年
（
昭
和
43
年
）
に
83
年
の
生
涯
を
閉
じ
ま

し
た
。第
５
子
４
女
と
し
て
生
ま
れ
た
の
は
、

書
道
家
と
し
て
活
躍
し
た
芥
川
や
す
子
（
平

成
19
年
没
）
で
す
。

　

芳
賀
チ
ャ
ン
ネ
ル
「
は
が
ま
る
探
検
隊
」

で
は
、
３
回
シ
リ
ー
ズ
で
明
治
期
に
生
き
た

青
木
繁
と
福
田
た
ね
の
生
涯
に
つ
い
て
調
査

し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

レ
フ
ァ
レ
ン
ス

サ
ー
ビ
ス

▲ロマンの碑

▲青木繁

▲福田たね

17 2014.8 広報はが

川
柳

い
い
歩
き
判
断
で
き
る
万
歩
計

七
井　

章
治
（
与　

能
）

趣
味
の
会
バ
ス
に
揺
ら
れ
て
少
し
酔
い

石
川　

保
（
下
高
根
沢
）

ア
メ
リ
カ
の
傘
の
下
で
も
不
安
が
り

吉
住　

弘
子
（
祖
母
井
）

律
儀
者
村
の
み
ん
な
に
頼
ら
れ
る

初
夏
の
風
う
け
て
我
が
家
の
菜
園
は

紋も
ん

白し
ろ

蝶ち
ょ
う

の
楽
園
と
な
る山

本　

妙
子　
（
上
延
生
）

ひ
な
げ
し
の
風
に
ゆ
れ
い
る
休
耕
田

変
わ
り
ゆ
く
世
の
憂
い
を
見
せ
て

佐
山
美
代
子（
下
高
根
沢
）

葱ね
ぎ

抜
け
ば
土
の
中
よ
り
引
き
出
さ
れ
て

自
己
主
張
す
る
葱
坊
主
た
ち

栁　
　

慶
子　
（
与　

能
）

娘
の
あ
お
ぐ
団う

ち

わ扇
の
風
に
心
地
よ
く

河
上　

洋
子
（
祖
母
井
）

万
緑
や
与
一
の
里
の
古
文
書
展

塙　
　

テ
ル
（
祖
母
井
）

俳
句

短
歌

サ
ー
ク
ル
な
ど
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
の
作
品
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

●
身
近
な
出
来
事
や
町
に
関
す
る
要
望
・
意
見

入
院
の
義
母
を
見
舞
え
ば
医
療
機
の

と
れ
に
こ
や
か
に
我
を
待
ち
を
り

丸
山　

芳
江　
（
祖
母
井
）

鎌
の
先
素
早
く
走
る
青
蜥と

か

げ蜴
赤
羽　

敬
司
（
芳
志
戸
）

車
ま
で
柩

ひ
つ
ぎ

へ
開
く
梅
雨
の
傘

福
武　

幸
子
（
下
延
生
）

稲
川　
　

章
（
与　

能
）

▼
高
松
イ
ク
さ
ん
（
下
高
根
沢
）

ペ
ン
ネ
ー
ム
　
夏
が
き
た
さ
ん
か
ら
の
投
稿

　

各
学
校
で
行
っ
て
い
る
田
植
え
体
験
授
業
の
様
子

を
芳
賀
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
ほ
ほ
笑
ま
し
く
拝
見
し
ま
し

た
。
今
で
は
手
植
え
で
の
田
植
え
は
見
る
こ
と
が
で

き
ず
、
こ
れ
か
ら
も
校
長
先
生
や
担
任
の
先
生
も
参

加
し
楽
し
く
や
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

豊
﨑
喜
美
子
さ
ん
か
ら
の
投
稿

　

道
の
駅
は
が
の
絵
手
紙
展
に
出
掛
け
て
み
ま
し

た
。

　

力
作
揃
い
に
、
わ
が
身
の
無
芸
小
食
に
恥
じ
る
よ

う
で
し
た
。

　

ア
ジ
の
干
物
は
す
ぐ
に
焼
い
て
食
べ
た
く
な
る
ほ

ど
、
つ
ぼ
み
の
花
は
今
に
も
弾
け
そ
う
、
野
菜
た
ち

は
と
て
も
新
鮮
。
色
使
い
も
す
て
き
で
、
作
品
か
ら

描
き
手
の
方
の
優
し
い
お
顔
を
想
像
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
心
を
込
め
た
素
晴
ら
し
い
作
品
に
乾

杯
！
こ
れ
か
ら
の
精
進
、
祈
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

高
松
イ
ク
さ
ん
か
ら
の
投
稿

　

み
ん
な
の
民
話
を
「
な
る
ほ
ど
…
そ
う
だ
っ
た
の

か
…
」
と
う
な
ず
き
な
が
ら
楽
し
み
に
見
て
い
ま
す
。

生
活
の
中
で
大
変
勉
強
に
な
っ
て
い
ま
す
。
会
員
の

皆
さ
ん
ま
す
ま
す
ご
活
躍
く
だ
さ
い
。

　
「
広
報
は
が
」
や
「
芳
賀
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
に
対
す
る

ご
感
想
の
ほ
か
、
町
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
要
望
な
ど

を
、
手
紙
・
は
が
き
・
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
※
連
絡
先
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い

▼

鈴
木
モ
コ
さ
ん
（
西
高
橋
）

2014.8 16広報はが

������������
��

����



■採用人員／一般事務職Ⅰ…６人程度、

一般事務職Ⅱ（身体障がい者対象）…１

人程度、保健師…１人程度

■受験資格／昭和５４年４月２日以降生

まれで高校卒業（卒業見込みまたは同等

以上の学力を有する）以上の人、一般事

務職Ⅱは次の要件もすべて満たす人①身

体障がい者手帳の交付を受けている②

自力により通勤ができ、かつ介護者なし

に事務職としての職務の遂行が可能③

活字印刷文による筆記試験に対応でき

る、保健師は次の要件も満たす人①保

健師の免許を取得している人または平成

２７年３月３１日までに取得見込みの人

■受験手続き／総務課で配布する受験

申込書に所定の事項を記入し、写真（４

cm×３cm）２枚・最終学校の卒業（見

込み）証明書（一般事務職Ⅱのみ身体

障がい者手帳の写し）を持参または郵

送　〒３２１－３３９２栃木県芳賀郡芳賀

町大字祖母井１０２０芳賀町役場総務企

画部総務課庶務人事係

※郵送により請求する場合は、１２０円切

手を貼った宛先明記の返信用封筒を同

封してください（申込書は町ホームペー

ジからダウンロード可）

■受付期間／７月７日（月）～８月４日（月）

※土・日・祝日を除く

■１次試験／９月２１日（日）筆記試験・

適性検査（県立真岡高等学校）

　役場で火災が発生したことを想定し、

防災訓練を行います。当日は防災ヘリコ

プターのほか、町消防団や消防署芳賀

分署の緊急車両が出動します。

■期日／８月３０日（土）

■場所／町役場

　お手元に個人事業税（第一期分）の

納税通知書が届いた人は、９月１日（月）

までに、最寄りの金融機関または県税

事務所窓口で納めてください。

　便利な口座振替で納税することもでき

ます。振替希望の金融機関（郵便局を

除く）または県税事務所にお申し出くだ

さい。９月中にお申し込みいただければ、

第二期分から口座振替を利用できます。

　米の安全性を確認するため、国の方

針に基づき放射性物質の検査を実施し

ます。検査は８月下旬を予定しており、

結果は９月上旬に判明します。検査が終

わるまで、米の出荷・販売はできません。

ＪＡや業者への販売だけでなく、直売所

での販売や知人などへの直売もできま

せん。無料で親戚やご近所に配ること

も控えてください。

　深刻化する野生鳥獣被害に対応し、

捕獲の担い手となる狩猟者を増加させ

るため、県では狩猟免許試験の事前講

習会の受講者に対し、テキスト無料配

布を行っています。ぜひこの機会に狩

猟免許を取得し、狩猟を始めてみませ

んか。

航空学生：自衛隊の航空機パイロット

を育成する学校

■受験資格／高卒（見込含）～、２１歳未

満の者

■受付期間／８月１日(金) ～９月９日(火)

■一次試験日／９月２３日（火）

一般曹候補生：各職種のエキスパート

となり自衛隊の中堅を担うコース

■受験資格／１８歳以上２７歳未満の者

■受付期間／８月１日(金)～９月９日(火)

■一次試験日／９月１９日(金)・２０日（土）

のいずれか１日

自衛官募集
自衛隊真岡募集案内所
　　　　　　    【☎0285(83)7818】

狩猟を始めてみませんか
県東環境森林事務所
　　　　　　    【☎0285(81)9001】
一般社団法人栃木県猟友会
 　　　　　　　【☎028(635)6317】

平成２６年産米の放射性物質
の検査を実施します
農政課農業振興係【☎ 028(677)1110】

９月１日は個人事業税の
納期限です
真岡県税事務所個人事業税担当
　　　　　　    【☎0285(82)2136】

大規模火災想定訓練
総務課地域安全対策係
　　　　　　  【☎ 028(677)6029】

お知らせ
町職員採用試験
総務課庶務人事係【☎ 028(677)1111】

給付金の交付
申請受付中
健康福祉課福祉係【☎028(677)1112】

健康福祉課福祉係【☎028(677)1112】

児童扶養手当現況届・
特別児童扶養手当現況届
健康福祉課福祉係【☎028(677)1112】

　該当者には個別に通知します。こ
の届け出がないと８月以降の手当が
受給できませんので、必ず手続きを
してください。
≪ひとり親家庭医療費受給者証更新申
請も受け付けます≫
○受付期間／8月13日（水）～22日（金）
○受付場所／健康福祉課窓口
○必要書類／現況届、手当証書、健
康保険証、印鑑など
※そのほか必要な書類がある場合があ
ります。詳細はお問い合わせください。

　通知が届いた人で給付要件に該当
する人は、申請してください。
○最終受付締切日／子育て世帯臨時
特例給付金：９月1日（月）
　臨時福祉給付金：10月1日（水）
○申請先／健康福祉課窓口

地域福祉計画策定
委員会委員の募集

地域包括支援センター
をご利用ください

　地域福祉計画策定のため募集します。
○募集人数／２人
○対象／町内在住で、平日昼間の
委員会に参加が可能な人
○任期／平成２７年３月まで
○応募方法／８月20日（水）まで
にお電話ください

　地域包括支援センター係では、
介護予防に関することや介護保険
の申請など、高齢者の皆さんが安
心して生活できるようお手伝いをし
ています。高齢者本人はもちろん、
家族・隣人などからのご相談も受
け付けます。一人で悩まずに、ご
連絡ください。

高齢者支援課地域包括支援センター係
               【☎028(677)6080】

食中毒は家庭でも発生しています！

食中毒予防の３原則

細菌やウイルスを
●つけない…手や食材、まな板など
はこまめに洗う。
●増やさない…調理したらすぐに食
べ、冷蔵庫を過信しない。
●やっつける…肉は中心部まで十分
に加熱する。

健康福祉課健康係 【☎028(677)6042】
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健　康　福　祉　掲　示　板

８月乳幼児健診・予防接種・相談
健康福祉課健康係【☎028(677)6042】

予防接種・相談 期　日 備　　考

ＢＣＧ集団接種 7日（木）
平成 25年 8月9日～
平成 26 年 5月8日生　
予約制

栄養相談 5日（火）予約制

こころの相談
11日（月）

予約制
27日（水）

乳幼児健診 期　日 備　　考
4カ月児健診 6日（水）平成 26年 3月生

2歳 6カ月児歯科検診 20日（水）平成 23年 12月・平成 24年 1月生
3歳児健診 8日（金）平成 23年 6月・7月生

実施医療機関名 所在地 電話番号
今井歯科医院 祖母井509-4 028(677)0118
小林歯科クリニック 祖母井1094 028(677)1900
やなぎだ歯科クリニック 下高根沢3859-2 028(677)4755
塩田歯科クリニック 西水沼433 028(678)0002
たけざわ歯科医院 下高根沢3919-407 028(678)5800

　町内に居住する６５歳以上の高齢者を招待する敬老
祭「大川栄策 歌謡ショー」を開催します。送迎バス
を運行しますので、ぜひお越しください。
○日時／ 9 月27日（土）開場 13:30､ 開演 14:00
○場所／町民会館　　○料金／無料
※送迎バスのご案内は、広報はが９月号に掲載します。

町敬老祭
「大川栄策歌謡ショー」
高齢者支援課介護保険係【☎ 028 (677)6015】

○対象／2 歳 6カ月以上の未就学児
○日時／8月24日（日）9:00～11:00（30分毎に20人）
○場所／保健センター
○内容／歯科検診、ブラッシング指導、フッ素塗布
○料金／無料
○持参物／母子健康手帳、歯ブラシ、コップ、タオル
○申込／健康係へ電話予約

※受付時間は８:００～１１:００です。
※予約が済んでいない人はお問い合わせください。

 　

○対象／20 ～79歳の人　　　○場所／町体育館
○期日／9月7日（日）　　　　○料金／無料
○実施内容／体力測定
　●年齢共通…握力・上体起こし・長座体前屈
　●20 ～ 64歳…反復横跳び・立ち幅跳び・20ｍシャ
　トルラン
　● 65～79歳…開眼片足立ち・10ｍ障害物歩行・6
　分間歩行
　健康チェック●血管年齢測定・体組成計測定コーナー
○必要な物／体育館シューズ、運動のできる服装、タオ
ル、水分補給の飲み物
○締切／8月22日（金）

健康福祉課健康係【☎028(677)6042】

健康福祉課健康係【☎028(677)6042】

健康福祉課健康係【☎028(677)6042】

歯周疾患検診を受けてみませんか

幼児フッ素塗布
○対象／町民で平成 27年 3月31日現在40 ～70歳の人
○内容／問診、歯と歯肉の検診、結果に応じたアドバイス
○検診期間／8月1日（金）～平成 27年1月31日（土）
○検診料金／自己負担400円（差額は町が負担）
　※70歳、生活保護、住民税非課税世帯の人は無料
○受診方法／医療機関に直接予約 ※受診票が必要です
○受診票／40・45・50・55・60・65・70 歳の節目年齢の人には郵
送済み ※それ以外の年齢の人は健康係へお申し込みください

　あなたの体力・体型・生活様式から個別プログラムを作り、専
門スタッフが丁寧に指導します。
○対象／20歳以上の町民で医師から運動を禁止されていない人
○日時／①10月 1日（水）から毎週水曜日 10:00 ～11:30
　　　　② 9 月26日（金）から毎週金曜日 13:30 ～15:00
○定員／① 6人　②20人
○場所／モテナス芳賀
○費用／月1,500 円（3カ月毎に集金）
○申込／8月29日（金）までに健康係へ電話

ウェルネス運動教室3期生募集

９月の総合検診日程

自分の体力年齢・血管年齢がわかります！！

体力測定参加者募集
健康福祉課健康係【☎028(677)6042】

健康福祉課健康係【☎028(677)6042】

○対象／町内在住または在勤の女性
○日時／９月４日～１０月３０日の毎週木曜日（全９回）
　１９：３０～２１：３０
○場所／武道館剣道場
○料金／無料　○締切／８月２２日（金）

エアロビクス教室
健康福祉課社会体育係【☎028(677)5155】

実施日 会　場
４（木） 農業者トレーニングセンター
５（金） 農業者トレーニングセンター
６（土） 農業者トレーニングセンター
７（日） 水橋分館
８（月） 水橋分館
９（火） 生涯学習センター
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わが家のオンリーワンわが家のオンリーワンわが家のオンリーワン

① 鶏肉を耐熱皿にのせて酒をふり、ラップをふわっと掛けて
電子レンジにかけます（目安：５００Ｗで約７分）。

② ナスはヘタを取って縦６等分に切り、水にさらします。きゅ
うりと大葉は千切りに、トマトは薄切りにします。

③ フライパンに油を熱し、水気を拭き取ったナスを入れて炒めます。
④ ボールにしょうゆ、酢、砂糖、鶏がらスープ、豆板醤、ごま油、
生姜のすりおろし、すりごまを合わせ、四川風ダレを作ります。

⑤ 皿の周りにトマトを並べ、キュウリ、裂いた鶏肉、ナスの
順に盛り、大葉を添えます。

⑥ タレをかけて出来上がり。

◆材料４人分
鶏胸肉（皮なし）…１枚
酒…大さじ１
ナス…３本
油…大さじ２
キュウリ…1本
トマト…１個
大葉…５枚

＜四川風ダレ＞
しょうゆ…大さじ１と１/２
酢…大さじ１と１/２
砂糖…大さじ１と１/２
鶏がらスープ…大さじ２
豆板醤…小さじ１/２
ごま油…大さじ１/２
生姜（すりおろし）…１片
すりごま…小さじ２

◆作り方

◎エネルギー…190kcal　◎塩分…9.3g
◎タンパク質…16.0g　　◎脂質…1.3g
　夏はさっぱりとした麺類で食事を済ませてしまいがちです
が、麺類だけでは不足するタンパク質、ビタミン、ミネラル
が一度に摂れるおかずです。
　四川風ダレはサラダや冷奴にも合います。

☎

　

国
際
協
力
機
構
（
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
）
青
年
海
外
協

力
隊
で
、
今
年
７
月
か

ら
ア
フ
リ
カ
大
陸
の
中

央
に
あ
る
ル
ワ
ン
ダ
共
和
国
で
活
躍
中
の
吉
永

紀
子
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　

紀
子
さ
ん
は
、
小
学
校
の
時
に
モ
ザ
ン
ビ
ー

ク
に
物
資
を
送
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加

し
て
、
国
際
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味

を
持
っ
た
そ
う
で
す
。そ
し
て
、高
校
生
に
な
っ

て
青
年
海
外
協
力
隊
の
活
動
を
知
り
、
大
学
で

は
ド
イ
ツ
に
留
学
し
て
語
学
力
を
身
に
付
け
ま

し
た
。
大
学
卒
業
後
、
特
別
支
援
学
校
の
講
師

と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
し
た
が
、
小
学
校
時
代

の
思
い
を
実
現
す
る
た
め
、
平
成
25
年
５
月
に

青
年
海
外
協
力
隊
に
応
募
、
厳
し
い
選
考
試
験

を
突
破
し
て
隊
員
に
選
出
さ
れ
、
ル
ワ
ン
ダ
共

和
国
派
遣
が
決
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年
４

月
か
ら
70
日
間
の
研
修
を
経
て
、
７
月
７
日
に

出
発
し
ま
し
た
。
派
遣
期
間
は
２
年
間
、
現
地

の
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
洋
裁
な
ど
の
服
飾
の

指
導
に
あ
た
り
ま
す
。

　

ご
両
親
や
ご
兄
弟
は
、
派
遣
先
で
の
生
活
を

心
配
し
て
い
ま
す
が
「
自
分
で
決
め
た
こ
と
だ

か
ら
、
最
後
ま
で
全
う
し
て
帰
っ
て
来
て
ほ
し

い
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

出
発
前
に
ご
本
人
に
お
話
を
聞
い
た
と
こ
ろ

「
不
安
よ
り
何
か
で
き
る
と
い
う
期
待
の
方
が

大
き
い
」
と
笑
顔
で
話
し
、「
帰
国
後
は
再
び

特
別
支
援
学
校
で
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
伝

え
て
い
き
た
い
」
と
、
大
き
く
澄
ん
だ
瞳
を
き

ら
き
ら
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

青
年
海
外
協
力
隊
と
は
？

　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
）
が
実
施
す
る
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一

つ
。
隊
員
を
派
遣
す
る
国
に
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
拠

点
が
あ
り
、
安
全
面
の
確
保
で
き
る
国
や
地
域

の
み
に
派
遣
さ
れ
ま
す
。
隊
員
の
費
用
負
担
は

あ
り
ま
せ
ん
。

ル
ワ
ン
ダ
共
和
国
と
は
？

　

ア
フ
リ
カ
大
陸
の
ほ
ぼ
中
央
で
赤
道
直
下
に

位
置
し
、
面
積
２
６
，
３
３
８
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、
人
口
１
，
１
３
０
万
人
。
主
な
産
業
は

農
業
・
鉱
業
で
、
コ
ー
ヒ
ー
や
ス
ズ
、
タ
ン
グ

ス
テ
ン
を
輸
出
し
て
い
る
。

青
年
海
外
協
力
隊
員

吉
永
紀
子
さ
ん
（
26
歳
・
稲
毛
田
）

　ボランティアの皆さんによる、絵本や

紙芝居などの読み聞かせを行います。

■日時／８月１６日（土）１１：００～　

■場所／総合情報館おはなし室

■対象／乳幼児～小学生とその保護者

夏休みは情報館へ行こう！

－本を読んでスタンプを集めよう！－

　本を借りてスタンプを集めると景品を

プレゼントします。

■期間／～８月２８日（木）

■対象／小学生以下

情報館こども映画会

　『映画　実写版忍たま乱太郎』（当館

所蔵資料）を無料上映します。

■日時／８月２０日（水） １４：００～（上映

時間約１００分）

■場所／総合情報館多目的室

■定員／先着４０人程度

■申込／不要（当日直接多目的室へお越

しください）

情報館講座

「町村合併と近代史―日本近代化のな

かの芳賀郡町村合併―」

■日時／９月６日（土）１４：００～

■講師／松澤裕作氏（慶応義塾大学経

済学部准教授）

■定員／４０人

■申込／総合情報館へ事前電話

　囲碁・将棋で仲間づくり、始めてみま

せんか。お気軽にお問い合わせください。

■日時／囲碁…毎週土曜日１０：００～１２：００

将棋…毎週水・土曜日１０：００～１２：００

■場所／生涯学習センター

■対象／小学生以上の町内在住者また

は在勤者

■参加費／無料

■講師／町囲碁・将棋愛好会会員

■期日／１１月２９日（土）雨天決行　

■場所／町総合運動公園スタート・ゴール

■定員／マラソン先着８００人、ウオーキ

ング先着２００人

■申込／詳細は後日発表

 　

みなみ子育てサロン（西高橋改善センター） 

■日時／４日（月）・２５日（月）１０：００～１１：４５

多世代交流サロン 

■日時／７日（木）１０：００～１５：００

冒険あそび場一日プレーパーク

　生涯学習センターに設置を予定している

冒険あそび場の一日解放を行います。お友

達を誘って来てください。親子連れ大歓迎！

■日時／１０日（日）１０：００～１４：００

■内容／どろんこ遊び、木登り、木工など

■申込／８日（金）までにあっとほーむへ電話

冒険遊び場作り（第３回）

■日時／２４日（日）１３：００～１６：００

わらべうたベビーマッサージ

　わらべうたを歌いながら、ベビーマッ

サージをします。町のベビーマッサージ

を受けてからをお勧めします。

■日時／８月２８日、９月４日・１１日

※全木曜日１０：３０～１１：００（全３回）

■対象／生後２カ月からの親子

■参加費／無料

■定員／先着３組

■持参物／バスタオル、お子さんの飲み物

【貸切イベント】８月生まれのお友だち集まれ♪

■日時／２２日（金）１０：３０～１２：００

Ｔｅａサロン

■日時／毎週火・金曜日１０：３０～１５：３０

（１５：００ラストオーダー）

ひととき保育（託児）

■日時／予約制１０：００～１６：００

お盆休み１３日（水）～１７日（日）

菊地　キチ（88） 祖母井  6 / 2

髙砂　　榮（85） 東水沼  6 / 6

石川　　幸（92） 芳志戸  6 /10

木　タキ（92） 稲毛田  6 /13

塚本　イネ（93） 稲毛田  6 /16

小林　トモ（94） 東高橋  6 /19

鈴木　信一（78） 上稲毛田  6 /20

野澤　 子（67） 下延生  6 /29

中澤　フミ（86） 東水沼  6 /27

６月１日～３０日届出（掲載は承諾者のみ）

齋藤　大士・見目　紗織 

芳志戸

篠崎　良太・赤羽　宏美 

下高根沢

飯塚　博康・小川　律子 

北長島

菅谷　康之・北岡佐智子 

下延生

関　　遥
はる

斗
と

  （　　　）稲毛田勝　也
栄　理

石沢　大
だい

智
ち

  （　　　）八ツ木祐　二
　恵

上野　陽
はる

翔
と

  （　　　）八ツ木一　弘
弘　子

櫻井　新
あら

大
た

  （　　　）稲毛田健　一
美　香

矢口　煌
こう

樹
き

  （　　　）下延生貴　弘
実　花

稲川　惺
せい

己
な

  （　　　）西水沼秀　則
由香梨

岡野　　聖
さとし

  （　　　）上延生真　也
啓映子

赤羽有紀子ロード記念
マラソン・ウオーキング大会
健康福祉課健康係【☎028(677)6042】
健康福祉課社会体育係【☎028(677)5155】

囲碁・将棋教室
生涯学習センター【☎ 028(677)0306】

講座・教室

イベント

子育てガイド

町長と対話の日

８月７日（木）９：００～１２：００・１３：００～

１６：００　役場１階町長室

企画課情報広報係【☎028(677)6099】

行政相談・人権相談

８月１９日（火）１３：３０～１６：００

農業者トレーニングセンター

企画課情報広報係【☎028(677)6099】

心配ごと相談（前日１７：００までに電話予約）

毎週火曜日１３：３０～１６：００

農業者トレーニングセンター

社会福祉協議会　　【☎028(677)4711】

子育て支援センターあっとほーむ
あっとほーむ（生涯学習センター内）
　　　　　　    【☎028(677)8400】

子育てひろばぴよぴよ
ぴよぴよ（モテナス芳賀内）
　　　　　　    【☎ 028(677)0110】

情報館夏休み企画
総合情報館　　【☎ 028(677)2525】

町図書館おはなし会
総合情報館      【☎ 028(677)2525】

環境対策課環境対策係【☎028(677)6041】
測定日時：７月１５日（火）１１：００

空間放射線量測定結果

国の空間放射線量基準値０．２３（μSv/h）

調査場所
（地上高１ｍ）

測定値
（μSv/h）

芳賀東小学校（職員室前） 0.067

芳賀北小学校（職員室前） 0.076

芳賀南小学校（職員室前） 0.062

芳賀中学校（職員室前） 0.073

芳賀町工業団地管理センター
（事務室北側）

0.070
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　８月ごみカレンダー 環境対策課【☎028(677)6041】

            収集地区

分類

祖母井・稲毛田
上稲毛田・給部
芳志戸・八ツ木

上延生・下延生
与能・打越新田
東高橋・西高橋

下高根沢
東水沼

西水沼・北長島

もえないごみ・
びん類・衣類布類 7日（木） 8日（金） 12日（火）

紙・缶類・
ペットボトル

8日（金）
25日（月）

12日（火）
26 日（火）

11日（月）
27日（水）

もえるごみ 上記黒字の地区は火・金
上記色字の地区は月・木

家庭粗大ごみ
個別回収 27日（水）個別回収［20日（水）までに申込が必要］

業務時間 業務内容 問い合わせ

平日
8：30 ～17：15 通常業務 各課

土日祝
8：30 ～17：00

死亡届など
戸籍関係の受付のみ

日直
【☎028（677）1111】

自動
交付機

　平日　     8：30 ～17：15
（木曜日のみ8：30 ～19：15） 住民票・印鑑証明書のみ

住民課
【☎028（677）6014】

土日祝　　8：30 ～17：00

窓口一部延長（毎週木曜日）
17：15～19：15

住民票・印鑑証明書・戸籍謄
抄本の発行、印鑑登録のみ

住民課
【☎028（677）6014】

 ８月１６日（第３土曜日）
8：30 ～12：00

事前（３日前まで）に
担当課に要予約

各課

芳賀町民会館ホール
昼の部 開場14：00開演14：30 夜の部 開場18：00開演18：30

■町民会館    ■生涯学習センター ■石川商店　
■生涯学習センター水橋分館　　　■南高簡易郵便局
■セブンイレブン芳賀祖母井店　　■モンマートぬまのう
■道の駅はが ■サンクス芳賀西水沼店

町民会館【☎028(677)0009】

全席
指定

チケット発売日
８月９日（土）９：00発売開始
※８：00～整理券配布

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

チケット料金（前売り料金）※当日料金は各２００円増
ＳＳ席…６，０００円   Ｓ席…５，５００円　Ａ席…４，５００円

１１月３０日日

８月２日土～
９月２１日日
総合情報館展示室

■休  館  日／月曜日  ※９月１５日（月・祝）は開館 ９月１６日（火）は休館
■開館時間／９：３０～１７：００  　■入  場  料／無料

総合情報館
夏の特別展

町制施行６０周年記念

パネル展　わが町学校のあゆみー小学校編ー

福田たねとその子供たち　絵と音楽と書の母子展

　かつて、芳賀町には９つの小
学校がありました。閉校となっ
た小学校の資料を展示し、その歩
みと共に芳賀町の歴史を振り返り
ます。

　スマートでかっこよくなりたい、
さっそうと歩きたい、筋力をつけた
い、大好きな旅行や山登りをいつまで
も楽しみたいなど、潤いのある人生に
は健康づくりが不可欠です。

　テレビやはがまち
ウェルネス運動教室で
おなじみの筑波大学教
授久野譜也先生が、そ
の秘訣を伝授します。

　福田たねは、旧東高橋村に生まれた女
流画家です。
　恋人の天才画家・青木繁との間に生ま
れた子・幸彦（のちの作曲家・尺八奏者
福田蘭童）、結婚した野尻長十郎との間
に生まれた四女・ヤス（のちの書道家芥
川やす子）という二人の芸術家である子

どもたちと、たねの作品・資料を、今回初めて一堂に展示します。明治
から昭和にわたるそれぞれの芸術の世界をご堪能ください。

展示室１

展示室2

健康づくり講演会
「あなたのからだは若返る！
  ～筋トレで健康づくり～」

受付開始１３：００/開演１３：３０
 申込  8月8日（金）までに健康係へ電話

８月１０日日
農業者トレーニングセンター

健康福祉課健康係【☎028(677)6042】

総合情報館【☎028(677)2525】
入場無料

健幸づくりは「まち」づくりから

健康長寿社会を実現する
Ｓmart Wellness City

健「幸」社会の実現に向けて
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